
改革・改善サイクルに係る対応方針
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課
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ル
ー

プ

事務事業名 評価員コメント
今後の
方向性

具体的な取り組み内容 改善目標 備考

市
民
活
動
課

負
担
金
交
付

北河内地域労
働者福祉協議
会負担金交付
事業

・共催事業の内容について検討すべき。
・本事業の費用対効果の検証に疑問。

現状のまま
継続

共催事業は毎年参加者も多く、勤労者の交流・親
睦を深めることで地域の活性化と勤労者福祉に寄
与しているとともに、中小未組織労働者の福祉活動
のPRにもつながっていると考えているが、事業内容
のほか、雇用問題や労働環境の改善に向けた取り
組みなどについては、必要に応じて北河内地域労
働者福祉協議会と意見交換を行っていく。

市
民
活
動
課

イ
ベ
ン
ト
関
係

ボランティア表
彰事業

・ボランティア活動５年に感謝状を出し、
次の５年のステップとしては。

現状のまま
継続

平成23年度に要領を見直し、活動年数を「5年以
上」から「10年以上」と改めたが、経過措置として、
平成24年度は「6年以上」とし、以降1年ずつ切り上
げており、平成28年度をもって「10年以上」とするこ
ととした。感謝状等の制度が必要かどうかについて
は、表彰そのものが労をねぎらい（感謝の意）、今後
の活躍を期待する（次のステップ）ものである。

市
民
活
動
課

そ
の
他
サ
ー

ビ
ス

コミュニティ連
絡協議会運営
事務

・活動事務を簡素化するよう検討しては。
・協議会の目的は何か。それに対し、本
事業はどのように効果をあげているのか。

現状のまま
継続

・コミュニティ連絡協議会が行っている活動の中で、
事務局として支援すべきものとそうでないものとの仕
分けを検討していく。
・連絡協議会は、校区コミュニティ協議会の自主的
な活動を支援し、地域の活性化に資する活動を行う
ことにより、地域住民の連携を促進し、安全・安心で
魅力ある地域づくりを推進することを目的に活動し
ている。効果としては、年４回校区代表者会議を開
催するなど、事務局として支援することにより、行政
機関との連絡調整が容易となっている。

市民安全部 
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市
民
室

認
証
・
指
導

(

所

）

住居表示整備
事業

・防災など広くデータの有効利用を図っ
ては。

拡充・重点
化

危機管理室が検討している災害情報システムに対
して情報を提供する。また、情報推進課の統合型地
理情報システムを介して、庁内に情報提供を行って
いく。
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